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Ｅ
Ｕ
は
今
年
１
月
、
海
運

へ
の
Ｅ
Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
適
用

を
開
始
し
た
。
Ｅ
Ｕ
寄
港

船
の
登
録
船
主
ま
た
は
船

舶
管
理
会
社
は
、
Ｅ
Ｕ
発

着
航
路
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
年
間
排

出
量
に
基
づ
き
、
炭
素
ク

レ
ジ
ッ
ト
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
Ａ

を
翌
年
９
月
末
ま
で
に
償
却

（
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
当
局
に
電
子

納
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
移
行
期
の
段
階
強
化
と
し

て
24
年
排
出
実
績
の
40
％
、

25
年
排
出
実
績
の
70
％
が

そ
れ
ぞ
れ
Ｅ
Ｕ
Ａ
償
却
の

対
象
と
な
り
、
26
年
実
績
か

ら
１
０
０
％
適
用
が
始
ま

る
。

　

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
コ
ア
の

今
回
の
分
析
は
、
22
年
の

Ｅ
Ｕ
―
Ｍ
Ｒ
Ｖ
（
Ｅ
Ｕ
の

燃
料
消
費
実
績
報
告
制
度
）

の
デ
ー
タ
を
基
に
試
算
し

た
。

　

日
本
に
本
拠
を
置
く
船

主
・
船
舶
管
理
会
社
の
管
理

船
で
Ｅ
Ｕ
寄
港
実
績
が
報
告

さ
れ
た
約
３
７
０
隻
を
対
象

と
し
、
Ｅ
Ｕ
Ａ
価
格
は
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
１
㌧
当

た
り
60
ユーロ
を
前
提
と
し
て
い

る
。

　
Ｅ
Ｕ
Ａ
の
償
却
対
象
と
な

る
日
本
管
理
船
の
主
要
船
種

構
成
は
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
30

％
、
コ
ン
テ
ナ
船
20
％
、
自

動
車
船
18
％
。
企
業
別
で
は

日
本
郵
船
、
商
船
三
井
、
川

崎
汽
船
の
海
運
大
手
３
社
が

合
わ
せ
て
全
体
の
22
・
５
％

を
占
め
る
。

　
た
だ
、
海
運
大
手
３
社
は

船
隊
の
大
部
分
を
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
船
舶
管
理
し
て
お

り
、
日
本
管
理
船
と
は
別

に
同
３
社
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
管
理
船
の
Ｅ
Ｕ
Ａ
コ
ス

ト
は
計
４
０
０
０
万
ユーロ
に
達

す
る
見
通
し
。

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
コ
ア
の
共

同
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
グ

レ
ル
氏
は
「
日
本
は
最
先

端
の
船
舶
設
計
や
建
造
技
術
、
高
度
な
船
舶
管
理
体
制

に
よ
り
海
運
の
脱
炭
素
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
Ａ

コ
ス
ト
は
こ
う
し
た
脱
炭

素
へ
の
努
力
を
さ
ら
に
後

押
し
す
る
だ
ろ
う
」
と
見
通

す
。

　

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
コ
ア
は

欧
州
域
外
の
海
運
会
社
へ

の
Ｅ
Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
対
応
サ

ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
お

り
、
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
デ

ジ
タ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
「
Ｅ
Ｔ
Ｓ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

を
通
じ
て
、
Ｅ
Ｕ
Ａ
の
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
や
ア
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
割
り
当
て
）、
会

計
処
理
な
ど
の
管
理
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
世
界
の

海
運
会
社
70
社
以
上
、
１

０
０
０
隻
超
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
作
業
負
担
と
リ

ス
ク
の
低
減
に
貢
献
し
て
い

る
。

　
世
界
の
海
事
関
連
企
業
・

団
体
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る

国
際
海
事
展
「
Ｓ
ｅ
ａ 

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ（
シ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）

２
０
２
４
」
が
10
日
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江

東
区
）
で
開
幕
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
海
外
か
ら
の

参
加
も
通
常
通
り
に
戻
り
32

カ
国
・
地
域
か
ら
約
６
２
０

社
・
団
体
が
参
加
し
、
２
万

人
規
模
の
来
場
を
見
込
む
。

こ
れ
は
過
去
最
大
規
模
と
な

る
。

　
今
回
は
新
た
に
「Offsho

re & Port Tech(

オ
フ
シ

ョ
ア
・
港
湾
技
術
展)

」
を

併
催
。
洋
上
風
力
発
電
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー

ト
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）
な
ど
足
元
で

の
注
目
テ
ー
マ
を
深
掘
り
す

る
。
会
期
は
12
日
ま
で
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
主
催
者
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
マ
ー
ケ
ッ
ツ
ジ
ャ
パ
ン

の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
イ
ブ

社
長
が
あ
い
さ
つ
。「『
Ｓ
ｅ

ａ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
』
は
初
開

催
か
ら
数
え
て
今
年
で
30
年

に
な
る
。
こ
の
30
年
間
業
界

で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

っ
た
が
、日
本
は
元
気
。『
Ｓ

ｅ
ａ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
』
は
業

界
を
映
す
鏡
。
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
こ
の
鏡
を
見
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　
展
示
ホ
ー
ル
の
中
央
部
に

設
け
た
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ

オ
ン
」
で
は
、
総
合
展
示
、

艦
艇
、
海
運
、
造
船
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
内
航
・
フ

ェ
リ
ー
、
船
級
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）・
自
動
運
航
、

研
究
開
発
―
と
い
う
九
つ
の

テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で
、
来
場
者
に
海
事
産
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
期
間
中
は
日
本
海
事
新
聞
社
も
ブ
ー
ス
出
展
す
る
ほ

か
、
最
終
日
の
12
日
に
は
13

時
か
ら
東
１
ホ
ー
ル
（
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
１
）
で
本
紙
主

催
の
「
Ｃ
Ｎ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」

も
開
く
。

　
日
本
郵
船
の
グ
ル
ー
プ
会

社
で
曳
船
事
業
を
手
掛
け
る

新
日
本
海
洋
社
は
、
発
電
大

手
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
船
舶
用
ア
ン

モ
ニ
ア
燃
料
の
供
給
契
約
を

締
結
し
た
。
６
月
に
竣
工
予

定
の
商
用
利
用
で
世
界
初
の

ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
タ
グ
ボ
ー

ト
（
Ａ
―
Ｔ
ｕ
ｇ
）
で
使
用

す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
・
ツ
ー
・

シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
方
式
で

Ａ
―
Ｔ
ｕ
ｇ
に
燃
料
を
補
給

す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し

た
。
同
方
式
に
よ
る
ア
ン
モ

ニ
ア
燃
料
供
給
も
世
界
初
に

な
る
。

　
10
日
開
幕
し
た
国
際
海
事

展
「
Ｓ
ｅ
ａ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

（
シ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）
２
０
２

４
」
の
会
場
で
、
郵
船
と
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
な
ど
が
ア
ン
モ
ニ
ア

燃
料
の
供
給
契
約
と
補
給
方

法
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
は
、
レ

ゾ
ナ
ッ
ク
（
東
京
都
港
区
）

の
川
崎
事
業
所
で
使
用
済
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
原
料

に
製
造
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ

を
通
じ
て
新
日
本
海
洋
社
は

調
達
す
る
。
５
月
末
に
Ｔ
Ｔ

Ｓ
方
式
に
よ
る
初
の
燃
料
補

給
を
行
う
予
定
だ
。

　
郵
船
は
新
日
本
海
洋
社
が

横
浜
・
川
崎
港
で
運
航
す
る

Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）

燃
料
タ
グ
ボ
ー
ト
「
魁さ

き
が
け

」

の
Ａ
―
Ｔ
ｕ
ｇ
へ
の
改
造
工

事
を
進
め
て
い
る
。
７
月
か

ら
運
用
を
始
め
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

　
ア
ン
モ
ニ
ア
は
燃
焼
時
に

Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
を
発
生
し
な
い
た
め
、
船
舶
用

次
世
代
燃
料
と
し
て
期
待
が

過
去
最
大
620
社
出
展

オ
フ
シ
ョ
ア・
港
湾
展
併
催

東
京
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高
ま
っ
て
い
る
。
郵
船
の
横

山
勉
執
行
役
員
は
「
海
運
の

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョン
実
現
に
向

け
た
大
き
な一歩
」
と
強
調
。

そ
の
上
で
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と

共
に
ア
ン
モ
ニ
ア
バ
リュ
ー
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
新
日
本
海

洋
社
の
加
藤
毅
社
長
は
、
ア

ン
モ
ニ
ア
燃
料
船
の
安
全
運

航
に
向
け
た
船
員
訓
練
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
今
月
か
ら
碧

南
火
力
発
電
所
（
愛
知
県
碧

南
市
）
で
、
発
電
燃
料
の
石

炭
に
ア
ン
モ
ニ
ア
を
20
％
混

焼
す
る
実
証
試
験
を
ス
タ
ー

ト
。
同
社
の
加
藤
雄
一
郎
Ｌ

Ｃ
Ｆ
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
統

括
部
長
は
「（
船
舶
用
途
で

の
供
給
は
）
燃
料
ア
ン
モ
ニ

ア
の
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
化
の
第

１
弾
」
と
述
べ
た
。

　
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
の
足
立
浩
業

務
執
行
役
基
礎
化
学
品
事
業

部
長
は
「
低
炭
素
ア
ン
モ
ニ

ア
の
供
給
を
通
じ
て
、
海
運

の
脱
炭
素
に
貢
献
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

　
―
―
今
年
は
パ
ナ
マ
と
日
本

が
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
１
２

０
年
を
迎
え
た
。
パ
ナ
マ
と
日

本
の
関
係
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

　
「
日
本
は
、
パ
ナ
マ
が
独
立

し
た
１
９
０
３
年
か
ら
２
カ
月

後
の
04
年
１
月
に
ア
ジ
ア
諸
国

の
中
で
最
も
早
く
パ
ナ
マ
と
の

外
交
関
係
を
樹
立
し
た
。
現
在

は
経
済
関
係
で
の
日
本
の
支
援

に
感
謝
し
て
い
る
。
現
在
、
パ

ナ
マ
市
の
西
部
か
ら
都
市
部
に

地
下
鉄
３
号
線
を
建
設
中
で
あ

る
。
こ
れ
は
日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
の
支
援
に

よ
る
も
の
で
、
約
70
万
人
近
く

の
人
々
の
交
通
を
よ
り
利
便

性
の
高
い
も
の
に
し
て
く
れ

る
」

日
本
船
舶
2000
隻

　
―
―
パ
ナ
マ
船
籍
の
日
本
船

舶
の
登
録
船
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

　
「
現
在
、
約
２
０
０
０
隻
の

日
本
船
主
の
船
舶
が
パ
ナ
マ
船

籍
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
日
本
の
船
舶
の
約
50
％
が
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

私
た
ち
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
常
に
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
あ
る
。
パ
ナ

マ
船
籍
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
社
が
違
う

価
格
体
系
で
参
入
し
て
く
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
」

　
―
―
パ
ナ
マ
船
籍
の
優
位
性

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
「
私
た
ち
は
世
界
中
に
53
の

領
事
館
と
22
の
テ
ク
ニ
カ
ル
オ

フ
ィ
ス
を
持
っ
て
い
る
。
パ
ナ

マ
で
は
、
海
運
業
に
携
わ
る
た

め
の
強
固
な
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
。
パ
ナ
マ
の
弁
護
士
が
海
運

業
界
に
提
供
す
る
強
力
な
弁
護

士
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
こ
れ

は
非
常
に
強
固
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
パ
ナ
マ
船
籍
に
登
録

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
保
有
船

を
強
力
な
司
法
制
度
、
強
力
な

構
造
、
パ
ナ
マ
が
運
営
す
る
シ

ス
テ
ム
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
」

　
―
―
台
湾
船
社
が
運
航
す
る

日
本
船
主
の
船
舶
が
21
年
、
ス

エ
ズ
運
河
で
座
礁
し
た
。
同
船

は
パ
ナ
マ
船
籍
だ
っ
た
。

　
「
台
湾
船
社
が
定
期
用
船
し

て
い
た
日
本
船
主
の
船
舶
だ
っ

た
。
当
時
、
わ
れ
わ
れ
は
外
交

面
と
技
術
面
の
両
方
か
ら
並
行

し
て
対
応
し
た
。
当
時
の
事
故

で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
パ
ナ
マ
大

使
館
が
ス
エ
ズ
運
河
庁
と
直
接

連
絡
を
取
っ
た
。
当
時
、
最
も

重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
期
間

中
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
パ
ナ

マ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
人
員
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
。
パ
ナ
マ
海

事
庁
商
船
局
長
が
エ
ジ
プ
ト
に

行
き
、
技
術
面
、
管
理
面
の
双

方
で
日
本
船
主
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
」

新
た
な
水
源
確
保
へ

　
―
―
パ
ナ
マ
運
河
の
渇
水
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
「
日
本
で
使
用
さ
れ
る
Ｌ
Ｐ

Ｇ
（
液
化
石
油
ガ
ス
）
の
約
80

％
が
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
リ
ダ

州
、
大
西
洋
側
を
通
り
、
メ
キ

シ
コ
湾
岸
か
ら
太
平
洋
岸
、
太

平
洋
へ
と
輸
送
さ
れ
て
い
る
。

パ
ナ
マ
運
河
は
世
界
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
物
流
拠
点
で
あ

る
。
世
界
貿
易
の
８
％
が
パ
ナ

マ
運
河
を
通
る
。
ガ
ト
ゥ
ン
湖

の
淡
水
は
非
常
に
き
れ
い
な
水

で
パ
ナ
マ
市
民
の
飲
料
水
と
し

て
ろ
過
せ
ず
に
飲
め
る
」

　
「
現
在
、
新
た
な
湖
か
ら
の

淡
水
の
流
入
を
計
画
中
で
あ

る
。
日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
商
社

や
建
設
会
社
な
ど
が
新
し
い
水

源
の
発
見
、
お
よ
び
そ
の
水
源

か
ら
の
新
た
な
流
入
ル
ー
ト
建

設
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ

と
を
歓
迎
す
る
」

　
「
パ
ナ
マ
運
河
庁
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

は
３
月
11
日
、
同
運
河
の
１
日

当
た
り
の
通
航
枠
を
現
在
の
24

か
ら
段
階
的
に
27
に
増
や
す
と

発
表
し
た
。
渇
水
に
よ
る
水
不

足
が
一
定
程
度
緩
和
し
た
こ
と

に
よ
る
。
た
だ
し
、
平
時
の
通

航
枠
で
あ
る
36
よ
り
は
少
な
い

状
況
が
続
く
。
４
月
以
降
の
雨

季
に
期
待
し
た
い
」

脱
炭
素
化
に
協
力

　
―
―
世
界
的
に
海
運
の
脱
炭

素
化
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
パ
ナ
マ
船
籍
と
し
て
ど
う

い
う
働
き
掛
け
が
可
能
か
。

　
「
環
境
に
配
慮
し
た
船
舶
に

対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
枠
を

用
意
し
て
い
る
。
現
在
、
パ
ナ

マ
船
籍
に
登
録
す
る
船
主
に
ゼ

ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
に
向

け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的

に
は
エ
コ
シ
ッ
プ
用
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
対
策
を
取
っ
て
い
る
船
に
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
パ
ナ
マ
は
カ
ー
ボ

ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を
達
成
し
た
３

カ
国
の
一
つ
だ
」

　

―
―
今
後
の
パ
ナ
マ
と
日

本
の
関
係
を
ど
う
み
て
い
る

か
。

　
「
上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
２

月
23
日
に
パ
ナ
マ
市
で
コ
ル
テ

ィ
ソ
大
統
領
と
会
談
し
た
。
そ

こ
で
話
し
合
わ
れ
た
の
は
『
自

由
で
開
か
れ
た
海
洋
』
に
つ
い

て
だ
。
上
川
氏
は
太
平
洋
と
大

西
洋
を
結
ぶ
海
上
物
流
の
要
衝

パ
ナ
マ
運
河
も
視
察
し
た
。
こ

う
し
た
日
本
の
主
要
大
臣
の
パ

ナ
マ
訪
問
こ
そ
が
、
今
後
の
日

本
と
パ
ナ
マ
の
協
力
関
係
を
示

し
て
い
る
。
パ
ナ
マ
と
日
本
は

海
上
貿
易
、
経
済
の
協
力
関
係

を
今
後
も
築
い
て
い
く
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
」

ゼ
ロ
エ
ミ
船
を
優
遇

In
terview

　
日
本
と

�

外
交
樹
立

120
周
年

　
今
年
は
日
本
と
パ
ナ
マ
が
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
１
２

０
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
は
大
西
洋
（
メ
キ
シ

コ
湾
）
と
太
平
洋
を
結
ぶ
世
界
海
運
の
要
衝
で
あ
る
パ
ナ

マ
運
河
を
持
つ
。
２
０
２
２
年
度
に
パ
ナ
マ
運
河
を
通
航

し
た
貨
物
の
う
ち
、
日
本
を
発
着
と
す
る
貨
物
量
は
全
体

の
13
・
３
％
に
達
し
た
。
こ
れ
は
米
国
、
中
国
に
次
い
で

第
３
位
の
数
字
で
あ
る
。
昨
年
11
月
以
降
、
パ
ナ
マ
運
河

の
渇
水
で
船
舶
の
通
航
が
制
限
さ
れ
、
世
界
の
貿
易
に
対

す
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
ロ
ス
・
ペ
レ
駐
日

パ
ナ
マ
特
命
全
権
大
使
に
パ
ナ
マ
と
日
本
の
未
来
、
パ
ナ

マ
運
河
の
現
状
に
つ
い
て
聞
い
た
。

�

（
聞
き
手　
山
本
裕
史
）

カルロス・ペレ氏
駐日パナマ特命全権大使

　
船
舶
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
デ
ー
タ
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
独
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
コ
ア
（
本
社
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
）
の
試

算
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（
欧
州
連
合
の
排
出
量
取
引
制
度
）
の
１
０
０
％
適
用
が
始
ま
る
２
０
２
６
年
以
降
、
日
本
の
船
主

・船
舶
管
理
会
社
が
管
理
す
る
Ｅ
Ｕ
寄
港
船
の
排
出
枠（
Ｅ
Ｕ
Ａ
）コ
ス
ト
は
年
１
億
ユーロ（
約
１
６
５
億
円
）規
模
に
上
る
見
通
し
だ
。

Ｅ
Ｕ
に
寄
港
す
る
日
本
管
理
船
約
３
７
０
隻
の
Ｅ
Ｕ
Ａ
は
年
１
７
０
万
枠
に
達
す
る
見
込
み
で
、
世
界
の
海
運
全
体
の
Ｅ
Ｕ
Ａ
年
８

０
０
０
万
枠
規
模
の
約
２
％
に
相
当
す
る
。

日
本
管
理
船 

年
１
億
ユーロ

370
隻
・
170
万
枠

ＥＵ―ＥＴＳ排出枠

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
コ
ア
試
算

グレル氏

（左から）横山氏、ＪＥＲＡの加藤氏、加藤氏、東京
パワーテクノロジーの嶋田修執行役員、足立氏

ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
供
給
契
約

世
界
初
、Ｔ
Ｔ
Ｓ
方
式

郵
船
Ｇ

上
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

下
約
６
２
０
社
・
団
体
が
参
加
（
写
真
は
会
場
風
景
）


